
科目 単位数 教科書番号

英語コミュニケーションⅠa 2 CI 701

添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

4月
（10月）

第1回
4月

（10月）
メディア学習
により免除

0
レポート

視聴報告書

5月
（11月）

第2回
5月

（11月）
メディア学習
により免除

0
レポート

視聴報告書

Warm-Up 1-3
【言語材料】
 Pre-Lesson1-2
Be動詞 一般動詞
【言語活動】自己紹介

・英語学習において教
室で使う表現や疑問詞
・自己紹介でBe動詞と
一般動詞の違いを知
り、否定文・疑問文・応
答文が運用できる。

Lesson1
(Breakfast around the World)
【言語材料】動詞の過去形
【言語材料】好きな食べ物について述べ
る。

・世界の朝食を表現す
る。
・Be動詞と一般動詞の
過去形の使い分けがで
きる。

【知識・技能】　各々の章において修得すべき文法・語彙表現や基礎(応用)単語が身に付き、十
二分に使いこなすことが可能か。
【思考・判断・表現】 英語特有の表現の仕方を理解し、日本語に捕らわれず思考を柔軟に変え
ることができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】　課題だけの高得点を狙わず、試験でも力を発揮できるように
努力しているか。

評価の観点
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目標
【学習指導要領】

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書
くことの五つの領域（以下この節において「五つの領域」という。）別に設定する目標の実現を目指した
指導を通して，第１款の（1）及び（2）に示す資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通し
て，第１款の（3）に示す資質・能力を育成する。
（1）聞くこと
ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援
を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。
イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援
を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。
（2）読むこと
ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，
必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握することができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，
必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。
（3）話すこと［やり取り］
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれ
ば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることがで
きるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれ
ば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性
に注意して話して伝え合うことができるようにする。
（4）話すこと［発表］
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ
ば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることがで
きるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ
ば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性
に注意して話して伝えることができるようにする。
（5）書くこと
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ
ば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えるこ
とができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ
ば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性
に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

4領域のバランスのとれた英語力の向上を図るため、その土台となる①文法事項の基礎的理解➁語彙
の修得、さらにその運用能力を高めるため自分自身の日常生活で起きる出来事や思いや考えを英語
で伝える意欲を培う指導に努める。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標
面接指導(単位時間)

評価方法



5月
（11月）

第3回
5月

（11月）
メディア学習
により免除

0
レポート

視聴報告書

6月
（11月）

第4回
6月

(11月)
メディア学習
により免除

0
レポート

視聴報告書

第5回
6月

(12月)
メディア学習
により免除

0
レポート

視聴報告書

6月
(12月)

メディア学習
により免除

0
レポート

視聴報告書

7月
（12月）

7月
(12月)

メディア学習
により免除

0
レポート

視聴報告書

第1～６回
スクーリング

６～７月
(10～１２月)

各Lessonにお
ける重要課題
を理解し応用
力をつけ英文
の読解ができ
る。

4

行動観察
課題プリント

レポート
視聴報告書

考査

4

6月
（12月）

前
期

(

後
期

)

面接指導（単位時間）　合計

Lesson2　(Austraｌia's　Cute　Quokkas)
【言語材料】現在進行形　過去進行形
（文法のまとめ）
【言語活動】好きな動物について述べる。

・その国特有の動物と
その保護について表現
しようとする。
・進行形の表現が運用
できる。

教科書lesson1～５より
◇Be動詞と一般動詞の疑問文・否定文
◇過去形・助動詞
◇進行形、不定詞、動名詞

（教師の到達目標）
・好ましい学習規律の
中で生徒たちが楽しい
雰囲気のもと、意欲的
に学習できたか。

Lesson４　（A Miracle Mirror）
【言語材料】to＋動詞の原形　 不定詞
Extra Target　接続詞
【言語活動】行ってみたい場所について述
べる。

・行ってみたい場所に
ついて情報や気持ちを
英語で発表する。
・名詞、形容詞、副詞
の役割を果たす不定詞
を理解し慣れる。

Lesson3
(A Train Driver in Sanriku)
【言語材料】助動詞(can, will)
（文法のまとめ2）should may must
【言語活動】ある場所への行き方とそこで
できることを述べる。

・職業としての運転手と
東北大震災後の復興
について学ぶ
・助動詞と助動詞に似
た働きをする多様な表
現を学ぶ。

Lesson5
（Learning from the Sea）
【言語材料】動名詞
【言語活動】将来の夢について述べる。

・愛媛県の高校生はク
ラブ活動を通して会話
力をつけ将来の仕事を
語る。
・動名詞を用いて将来
の夢や楽しんだことを
語る。

単位認定試験

Reading 1 (Short Stories In English)
【言語材料】それぞれの場面のユーモアを
理解する
【言語活動】登場人物の気持ちを考え音
読する。

・ショートストーリーを読
み、場面や心情を読み
取って、英語のユーモ
アが理解できる。

第6回

9月
（1月）


